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メタンハイドレートと温暖化・蟹貝・エネルギー
北見工業大学未利用エネルギー研究センター 庄子仁
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オホーツク海では海底からのメ告ン湧出域で表層型メ聖ンハイドレートが出来ている。

ガスハイドレー トは、水分子が作る篭の
中にガス分子を包有している。低温・高圧
でのみ安定で、透明な結晶固体である。

サハリン沖の海底に産する表層型メ
11ンハイドレートは、オリーブグリーン
色の泥(上図は海底コアの例)の中に自
〈見えている。これまで採取した中で最
も厚いハイドレート層は、 35c皿 (上国
右下)である。常温・常圧ではすぐ分解
するので、液体窒素温度で保管する。
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サハリンj中では、海底下約 160皿の深さ(BSR深度)
にメ告ンハイドレート(深層型)がある(上図)。海底深部
からガス・水が湧出する場所では、海底面付近に表層型
ハイドレートが出来ており、サイドスキャンソナー探査
で『湧出ストラクチヤーJとして探知される。海水温度
が上昇してハイドレートが分解すると、メ9ン(強力な
温室効果ガス)が放出され、 温暖化は促進される。

海底からメヲンが湧出する表層型ハ
イドレートの産地は、生物活動が非常に
活発な領峨でもある。 二枚員 (左図は海
底コア中に見つかった例)や蟹が鮮捜
し、良い漁橋であることが多い。

メイ担ンは天然ガスの主成分であり、そ
のハイドレートは『燃える氷Jとも呼ば
れている(左図)。メ9ンハイドレート1
体積には、約 160体積 (OOC、1気圧の
条件下)のメ合ンが含まれている。 表層
型ハイドレートが密集するサハリン沖
は、天然の巨大なメ告ン貯蔵庫である。


